
部分判決制度における手続のイメージ

Ａ事件の起訴

  　　　　　　　     公判前整理手続
　  ＊　弁論併合決定
　  ＊　一部の事件ごとに審理をする旨の決定（区分審理決定）

　　　　　Ａ事件の裁判員等の選任決定

Ａ事件につき審理（区分事件の審理）

Ａ事件につき部分判決の宣告
＊　事実認定まで行い，刑の量定は行わない。

    ＊　罪となるべき事実に関連する情状に関する事実
を部分判決に記載することができる。

終局の判決をした裁判員等の任務終了

Ａ事件の裁判員等の任務終了
Ｂ事件の審理及び終局の判決をする裁
判員等の選任決定

　　　　Ｂ事件につき審理（情状の審理も含む）
　　　　必要な範囲でＡ事件に関する情状等につき審理

Ａ事件及びＢ事件につき終局の判決の宣告

Ｂ事件の起訴


